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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信プロトコルを近距離無線通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時
接続可能な接続手段と、
　複数の通信プロトコルの接続及び切断を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルを前記接続手段と前記通信相手側接続手段との
間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に、当該別の通信プロト
コルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施し、その接続に成功
しなかったと判定した場合に、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れ
かを切断対象として選択して切断させた後に、その接続に成功しなかった別の通信プロト
コルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を再実施することを特徴と
する近距離無線通信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段と
の間での接続に成功しなかったと判定する毎に、同時接続中の複数の通信プロトコルのう
ち少なくとも何れかを予め設定している順序にしたがって切断対象として選択して切断さ
せることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載した近距離無線通信装置において、
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　前記制御手段は、前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段と
の間での接続に成功しなかったと判定した場合に、同時接続中の複数の通信プロトコルの
全てを同時に切断対象として選択して切断させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項４】
　複数の通信プロトコルを近距離無線通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時
接続可能な接続手段と、
　複数の通信プロトコルの接続及び切断を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルを前記接続手段と前記通信相手側接続手段との
間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に、当該別の通信プロト
コルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施し、その通信プロト
コルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続に付随して発生する外部通
信網への接続に成功しなかったと判定した場合に、同時接続中の複数の通信プロトコルの
うち少なくとも何れかを切断対象として選択して切断させた後に、その接続に成功しなか
った別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を再実
施することを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項５】
　請求項４に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、外部通信網への接続に成功しなかったと判定する毎に、同時接続中の
複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを予め設定している順序にしたがって切断
対象として選択して切断させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項６】
　請求項４に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、外部通信網への接続に成功しなかったと判定した場合に、同時接続中
の複数の通信プロトコルの全てを同時に切断対象として選択して切断させることを特徴と
する近距離無線通信装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対象として選択
して切断させた後に、その接続に失敗して接続を再実施した前記別の通信プロトコルの前
記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続に成功したと判定した場合に、その
直後に、切断対象として選択して切断させた通信プロトコルを前記接続手段と前記通信相
手側接続手段との間で接続させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかに記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対
象として選択して切断させた後に、その接続に失敗して接続を再実施した別の通信プロト
コルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続に成功したと判定した場合
に、その接続に成功したときの切断対象を記憶し、次からは複数の通信プロトコルのうち
少なくとも何れかを当該記憶した切断対象を選択して切断させることを特徴とする近距離
無線通信装置。
【請求項９】
　請求項８に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルを前記接続手段と前記通信相手側接続手段との
間で同時接続中に前記別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に、複数の通信プロ
トコルのうち少なくとも何れかを当該記憶した切断対象を選択して切断させた後に、前記
別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施する
ことを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項１０】
　複数の通信プロトコルを近距離無線通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時
接続可能な接続手段と、
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　通信プロトコルにより実行中のデータ通信の中断及び再開を制御する制御手段と、を備
え、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信を前記接続手段と前記
通信相手側接続手段との間で実行中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に、
当該別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施
し、その接続に成功しなかったと判定した場合に、実行中の複数の通信プロトコルによる
複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを中断対象として選択して中断させた後に、そ
の接続に成功しなかった別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段と
の間での接続を再実施することを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段と
の間での接続に成功しなかったと判定する毎に、実行中の複数の通信プロトコルによる複
数のデータ通信のうち少なくとも何れかを予め設定している順序にしたがって中断対象と
して選択して中断させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段と
の間での接続に成功しなかったと判定した場合に、実行中の複数の通信プロトコルによる
複数のデータ通信の全てを同時に中断対象として選択して中断させることを特徴とする近
距離無線通信装置。
【請求項１３】
　請求項１０乃至１２の何れかに記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なく
とも何れかを中断対象として選択して中断させた後に、その接続に失敗して接続を再実施
した前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続に
成功したと判定した場合に、その直後に、中断対象として選択して中断させたデータ通信
を前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間で再開させることを特徴とする近距離無
線通信装置。
【請求項１４】
　請求項１０乃至１３の何れかに記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なく
とも何れかを中断対象として選択して中断させた後に、その接続に失敗して接続を再実施
した前記別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続に
成功したと判定した場合に、その接続に成功したときの中断対象を記憶し、次からは実行
中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを当該記憶し
た中断対象を選択して中断させることを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載した近距離無線通信装置において、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信を前記接続手段と前記
通信相手側接続手段との間で実行中に前記別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合
に、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを当
該記憶した中断対象を選択して中断させた後に、前記別の通信プロトコルの前記接続手段
と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施することを特徴とする近距離無線通信装
置。
【請求項１６】
　複数の通信プロトコルを近距離無線通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時
接続可能な接続手段と、
　複数の通信プロトコルの接続及び切断を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、複数の通信プロトコルを前記接続手段と前記通信相手側接続手段との
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間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に、同時接続中の複数の
通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対象として選択して切断させた後に、当該
別の通信プロトコルの前記接続手段と前記通信相手側接続手段との間での接続を実施する
ことを特徴とする近距離無線通信装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６の何れかに記載した近距離無線通信装置において、
　前記近距離無線通信回線はブルートゥース通信回線であり、
　前記別の通信プロトコルはＤＵＮであり、
　前記接続手段は、前記ＤＵＮをブルートゥース通信回線を通じて前記通信相手側接続手
段との間で接続可能であることを特徴とする近距離無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の通信プロトコルを近距離無線通信回線を通じて通信相手側接続手段と
の間で同時接続可能な接続手段を備えた近距離無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近距離無線通信機能を有する近距離無線通信装置に搭載されている近距離無線通信モジ
ュールでは、複数の通信プロトコルを通信相手装置の近距離無線通信モジュールとの間で
同時接続（マルチ接続）可能になっている（例えば特許文献１乃至３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２７３３７０公報
【特許文献２】特開２００９－２５３６０１号公報
【特許文献３】特開２００９－２５３６０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通信相手装置の仕様によっては、複数の通信プロトコルを同時接続中に近距離無線通信
装置から別の通信プロトコルの接続（追加接続）が要求されると、その接続要求を許可す
ることなく拒否する場合がある。この場合、通信相手装置が近距離無線通信装置からの別
の通信プロトコルの接続要求を拒否する要因は、通信相手装置の仕様に依存する場合が多
い。
【０００５】
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の通信プロト
コルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合
に、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通信相手装置との間で接続することができ
る近距離無線通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載した発明によれば、接続手段は、複数の通信プロトコルを近距離無線通
信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時接続可能である。制御手段は、複数の通
信プロトコルの接続及び切断を制御する。ここで、制御手段は、複数の通信プロトコルを
接続手段と通信相手側接続手段との間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発
生した場合に、当該別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続
を実施し、その接続に成功しなかったと判定すると、複数の通信プロトコルのうち少なく
とも何れかを切断対象として選択して切断させ、その接続に成功しなかった別の通信プロ
トコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続を再実施する。
【０００７】
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　これにより、複数の通信プロトコルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信プロ
トコルの接続要求が発生し、その通信プロトコルの接続要求が拒否されて接続に成功しな
いと、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対象として選択
して切断させることで、その少なくとも何れかを切断させたことで別の通信プロトコルの
接続要求が拒否される要因が解消されると、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通
信相手装置との間で接続することができる。
【０００８】
　請求項２に記載した発明によれば、制御手段は、接続要求が発生した別の通信プロトコ
ルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成功しなかったと判定すると、同時
接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを予め設定している順序にしたが
って切断対象として選択して切断させる。これにより、同時接続中の複数の通信プロトコ
ルのうち接続を極力継続させておく必要がある通信プロトコルがあれば、その通信プロト
コルの切断を極力遅らせることで、その通信プロトコルの接続を極力継続させておくこと
ができる。
【０００９】
　請求項３に記載した発明によれば、制御手段は、接続要求が発生した別の通信プロトコ
ルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成功しなかったと判定すると、同時
接続中の複数の通信プロトコルの全てを同時に切断対象として選択して切断させる。これ
により、同時接続中の複数の通信プロトコルの全てを同時に切断させることで、別の通信
プロトコルの接続要求が拒否される要因が解消される可能性を高めることができ、別の通
信プロトコルの接続要求が拒否される要因が解消されると、接続要求が発生した別の通信
プロトコルを通信相手装置との間で接続することができる。
【００１０】
　請求項４に記載した発明によれば、接続手段は、複数の通信プロトコルを近距離無線通
信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時接続可能である。制御手段は、複数の通
信プロトコルの接続及び切断を制御する。ここで、制御手段は、複数の通信プロトコルを
接続手段と通信相手側接続手段との間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発
生した場合に、当該別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続
を実施し、その通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に付随し
て発生する外部通信網への接続に成功しなかったと判定すると、同時接続中の複数の通信
プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対象として選択して切断させた後に、その接続
に成功しなかった別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続を
再実施する。
【００１１】
　これにより、複数の通信プロトコルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信プロ
トコルの接続要求が発生し、その通信プロトコルの接続に付随して発生する外部通信網へ
の接続に成功しないと、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切
断対象として選択して切断させることで、その少なくとも何れかを切断させたことで外部
通信網への接続が拒否される要因が解消されると、その通信プロトコルの接続に付随して
外部通信網へ接続することができる。
【００１２】
　請求項５に記載した発明によれば、制御手段は、外部通信網への接続に成功しなかった
と判定すると、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを予め設定し
ている順序にしたがって切断対象として選択して切断させる。これにより、同時接続中の
複数の通信プロトコルのうち接続を極力継続させておく必要がある通信プロトコルがあれ
ば、その通信プロトコルの切断を極力遅らせることで、その通信プロトコルの接続を極力
継続させておくことができる。
【００１３】
　請求項６に記載した発明によれば、制御手段は、外部通信網への接続に成功しなかった
と判定すると、同時接続中の複数の通信プロトコルの全てを同時に切断対象として選択し
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て切断させる。これにより、同時接続中の複数の通信プロトコルの全てを同時に切断させ
ることで、外部通信網への接続が拒否される要因が解消される可能性を高めることができ
、外部通信網への接続が拒否される要因が解消されると、外部通信網へ接続することがで
きる。
【００１４】
　請求項７に記載した発明によれば、制御手段は、同時接続中の複数の通信プロトコルの
うち少なくとも何れかを切断対象として選択して切断させた後に、その接続に失敗して接
続を再実施した別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成
功したと判定すると、その直後に、切断対象として選択して切断させた通信プロトコルを
接続手段と通信相手側接続手段との間で接続させる。これにより、接続要求が発生した別
の通信プロトコルの接続に成功すると、その直後に、切断対象として選択して切断させた
通信プロトコルを接続させることで、別の通信プロトコルの接続要求が発生する直前の状
態へと速やかに復帰させることができる。
【００１５】
　請求項８に記載した発明によれば、制御手段は、同時接続中の複数の通信プロトコルの
うち少なくとも何れかを切断対象として選択して切断させた後に、その接続に失敗して接
続を再実施した別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成
功したと判定すると、その接続に成功したときの切断対象を記憶し、次からは複数の通信
プロトコルのうち少なくとも何れかを当該記憶した切断対象を選択して切断させる。
【００１６】
　これにより、次に複数の通信プロトコルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信
プロトコルの接続要求が発生すると、複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを別
の通信プロトコルの接続に成功したときの切断対象として選択して切断させることで、別
の通信プロトコルの接続要求が拒否される要因を速やかに解消することができ、接続要求
が発生した別の通信プロトコルを通信相手装置との間で速やかに接続することができる。
【００１７】
　請求項９に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信プロトコルを接続手段と通
信相手側接続手段との間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に
、複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを当該記憶した切断対象を選択して切断
させた後に、別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続を実施
する。
【００１８】
　これにより、複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを別の通信プロトコルの接
続に成功したときの切断対象として選択して切断させた後に、別の通信プロトコルの接続
を実施することで、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通信相手装置との間で速や
かに接続することができる。
【００１９】
　請求項１０に記載した発明によれば、接続手段は、複数の通信プロトコルを近距離無線
通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時接続可能である。制御手段は、通信プ
ロトコルにより実行中のデータ通信の中断及び再開を制御する。ここで、制御手段は、複
数の通信プロトコルによる複数のデータ通信を接続手段と通信相手側接続手段との間で実
行中に別の通信プロトコルの接続要求が発生した場合に当該別の通信プロトコルの接続手
段と通信相手側接続手段との間での接続を実施し、その接続に成功しなかったと判定する
と、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを中
断対象として選択して中断させ、その接続に成功しなかった別の通信プロトコルの接続手
段と通信相手側接続手段との間での接続を再実施する。
【００２０】
　これにより、複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信を実行中に別の通信プロト
コルの接続要求が発生し、その通信プロトコルの接続要求が拒否されて接続に成功しない
と、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを中
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断対象として選択して中断させることで、その少なくとも何れかを中断させたことで接続
要求が拒否される要因が解消されると、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通信相
手装置との間で接続することができる。
【００２１】
　請求項１１に記載した発明によれば、制御手段は、接続要求が発生した別の通信プロト
コルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成功しなかったと判定する毎に、
実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを予め設
定している順序にしたがって中断対象として選択して中断させる。これにより、実行中の
複数のデータ通信のうち極力継続させておく必要があるデータ通信があれば、そのデータ
通信の中断を極力遅らせることで、そのデータ通信を極力継続させておくことができる。
【００２２】
　請求項１２に記載した発明によれば、制御手段は、接続要求が発生した別の通信プロト
コルの接続手段と通信相手側接続手段との間での接続に成功しなかったと判定すると、実
行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信の全てを同時に中断対象として選択
して中断させる。これにより、実行中の複数のデータ通信の全てを同時に中断させること
で、別の通信プロトコルの接続要求が拒否される要因が解消される可能性を高めることが
でき、別の通信プロトコルの接続要求が拒否される要因が解消されると、接続要求が発生
した別の通信プロトコルを通信相手装置との間で接続することができる。
【００２３】
　請求項１３に記載した発明によれば、制御手段は、実行中の複数の通信プロトコルによ
る複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを中断対象として選択して中断させた後に、
その接続に失敗して接続を再実施した別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手
段との間での接続に成功したと判定すると、その直後に、中断対象として選択して中断さ
せたデータ通信を接続手段と通信相手側接続手段との間で再開させる。
【００２４】
　これにより、接続要求が発生した別の通信プロトコルの接続に成功すると、その直後に
、中断対象として選択して中断させたデータ通信を接続手段と通信相手側接続手段との間
で再開させることで、別の通信プロトコルの接続要求が発生する直前の状態へと速やかに
復帰させることができる。
【００２５】
　請求項１４に記載した発明によれば、制御手段は、実行中の複数の通信プロトコルによ
る複数のデータ通信のうち少なくとも何れかを中断対象として選択して中断させた後に、
その接続に失敗して接続を再実施した別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手
段との間での接続に成功したと判定すると、その接続に成功したときの中断対象を記憶し
、次からは実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも何れ
かを当該記憶した中断対象を選択して中断させる。
【００２６】
　これにより、次に複数の通信プロトコルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信
プロトコルの接続要求が発生すると、複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のう
ち少なくとも何れかを別の通信プロトコルの接続に成功したときの手順にしたがって中断
対象として選択して中断させることで、別の通信プロトコルの接続要求が拒否される要因
を速やかに解消することができ、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通信相手装置
との間で速やかに接続することができる。
【００２７】
　請求項１５に記載した発明によれば、制御手段は、複数の通信プロトコルによる複数の
データ通信を接続手段と通信相手側接続手段との間で実行中に別の通信プロトコルの接続
要求が発生した場合に、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少
なくとも何れかを当該記憶した中断対象を選択して中断させた後に、別の通信プロトコル
の接続手段と通信相手側接続手段との間での接続を実施する。
【００２８】
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　これにより、実行中の複数の通信プロトコルによる複数のデータ通信のうち少なくとも
何れかを当該記憶した中断対象を選択して中断させた後に、別の通信プロトコルの接続を
実施することで、接続要求が発生した別の通信プロトコルを通信相手装置との間で速やか
に接続することができる。
【００２９】
　請求項１６に記載した発明によれば、接続手段は、複数の通信プロトコルを近距離無線
通信回線を通じて通信相手側接続手段との間で同時接続可能である。制御手段は、複数の
通信プロトコルの接続及び切断を制御する。ここで、制御手段は、複数の通信プロトコル
を接続手段と通信相手側接続手段との間で同時接続中に別の通信プロトコルの接続要求が
発生した場合に、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何れかを切断対象
として選択して切断させた後に、当該別の通信プロトコルの接続手段と通信相手側接続手
段との間での接続を実施する。
【００３０】
　これにより、複数の通信プロトコルを通信相手装置との間で同時接続中に別の通信プロ
トコルの接続要求が発生すると、同時接続中の複数の通信プロトコルのうち少なくとも何
れかを切断対象として選択して切断させることで、その少なくとも何れかを切断させたこ
とで別の通信プロトコルの接続要求が拒否される要因が解消されると、接続要求が発生し
た別の通信プロトコルを通信相手装置との間で接続することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態を示す機能ブロック図
【図２】車載装置が実行する処理を示すフローチャート
【図３】図２相当図
【図４】図２相当図
【図５】データ通信実行問合画面を示す図
【図６】データ通信不可通知画面を示す図
【図７】シーケンス図
【図８】図７相当図
【図９】図７相当図
【図１０】図７相図
【図１１】図７相当図
【図１２】図７相当図
【図１３】図７相当図
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明をＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（以下、ＢＴと称する）通信機能を有
するＢＴ対応の車載装置（以下、単に車載装置と称する）に適用した一実施形態について
、図面を参照して説明する。尚、ここでは、車載装置が搭載されている車両の車室内に、
ＢＴ通信機能を有するＢＴ対応の携帯電話機（以下、単に携帯電話機と称する）が車室内
に持込まれ、車載装置と携帯電話機とがＢＴ通信可能な状態にある場合を説明する。
【００３３】
　ＢＴ通信システム１は、車両に搭載されている車載装置２（本発明でいう近距離無線通
信装置に相当）と、車室内に持込まれた携帯電話機３とから構成される。車載装置２は、
制御部４（本発明でいう制御手段に相当）と、ＢＴモジュール５（本発明でいう接続手段
に相当）と、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）モジュール６と、記憶部７と、音声処理部
８と、表示制御部９と、操作入力部１０と、信号入力部１１等を備えて構成されている。
制御部４と、ＵＳＢモジュール６と、記憶部７と、音声処理部８と、表示制御部９と、操
作入力部１０と、信号入力部１１とは、制御基板１２に物理的に実装されており、ＢＴモ
ジュール５は、制御基板１２とは別部材であるＢＴモジュール基板１３に物理的に実装さ
れている。制御部４とＢＴモジュール５とはＵＳＢ接続されている。
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【００３４】
　制御部４は、周知のマイクロコンピュータからなるＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びＩ／
Ｏバス等を有し、車載装置２の通信動作やデータ管理動作等の動作全般を制御する。ＢＴ
モジュール５は、後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとの間でＢＴ通信回線（本発明
でいう近距離無線通信回線に相当）を接続し、ＢＴ通信回線を通じてＢＴ通信を実行する
機能を有する。ＢＴモジュール５は、ＢＴの通信規格で規定されている複数のプロファイ
ルとして、ハンズフリー通話を規定するＨＦＰ（Hands Free Profile）、音データの転送
を規定するＡ２ＤＰ（Advanced Audio Distribution Profile）、音データの制御に係る
制御データの転送を規定するＡＶＲＣＰ（Audio/Video Remote Control Profile）、仮想
シリアルポート化したデータ通信を規定するＳＰＰ（Serial Port Profile）、インター
ネット（後述する通信網）へのダイヤルアップ接続（回線接続）を規定するＤＵＮ（Dial
-up Networking Profile）、電子メールデータの転送を規定するＭＡＰ（Message Access
 Profile）、電話帳データの転送を規定するＰＢＡＰ（Phone Book Access Profile）、
同じく電話帳データの転送を規定するＯＰＰ（Object Push Profile）等を同時接続（所
謂マルチ接続）可能に構成されている。これらＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＳＰＰ、
ＤＵＮ、ＭＡＰ、ＰＢＡＰ、ＯＰＰ等は機能毎に定義された通信プロトコルを意味してい
る。
【００３５】
　ＵＳＢモジュール６は、ＵＳＢ接続ケーブル１４の接続端子１４ａを着脱可能な接続端
子６ａを有し、ＵＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａが接続端子６ａに接続さ
れ、且つＵＳＢ接続ケーブル１４の他方の接続端子１４ｂが後述する携帯電話機３のＵＳ
Ｂモジュールの接続端子に接続されている状態で、ＵＳＢ通信回線を携帯電話機３のＵＳ
Ｂモジュールとの間で接続し、ＵＳＢ通信回線を通じてＵＳＢ通信を実行する機能を有す
る。
【００３６】
　記憶部７は、各種データを記憶する記憶領域を有して構成されている。この場合、ＢＴ
モジュール５が携帯電話機３のＢＴモジュールとの間でＭＡＰを接続すれば、携帯電話機
３からＢＴモジュール５へ転送された電子メールデータ（電子メールの発信先を特定可能
な差出人情報、電子メールが携帯電話機３へ受信された日時を特定可能な受信日時情報、
電子メールの種別を特定可能な種別情報、例えば差出人が入力した電子メールの件名を特
定可能な件名情報等）が記憶部７に記憶される。又、ＢＴモジュール５が携帯電話機３の
ＢＴモジュールとの間でＰＢＡＰを接続すれば、携帯電話機３からＢＴモジュール５へ転
送された電話帳データ、車載装置２からの発信動作又は当該車載装置２との間でＨＦＰを
接続している携帯電話機３からの発信動作に係る発信時刻と発信電話番号との対応を表す
発信履歴データ、車載装置２との間でＨＦＰを接続している携帯電話機３の着信動作に係
る着信時刻と着信電話番号との対応を表す着信履歴データ等が記憶部７に記憶される。
【００３７】
　音声処理部８には車室内にあって例えばハンドルの近傍等のユーザが発した音声を集音
し易い部位に配置されているマイクロホン１５が接続されていると共に、車載装置２の外
部に配置されているオーディオアンプ１６が接続されており、オーディオアンプ１６には
スピーカ１７ａ、１７ｂが接続されている。
【００３８】
　音声処理部８は、ＢＴモジュール５と後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとが両者
の間でＨＦＰを接続している状態では、ユーザが発した音声をマイクロホン１５から送話
音声データとして入力すると、その入力した送話音声データを音声処理してＢＴモジュー
ル５へ出力し、ＢＴモジュール５から受話音声データを入力すると、その入力した受話音
声データをオーディオアンプ１６へ出力する。
【００３９】
　又、音声処理部８は、ＢＴモジュール５と後述する携帯電話機３のＢＴモジュールとが
両者の間でＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続している状態では、携帯電話機３のＢＴモジュー
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ルからＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによりＢＴモジュール５へ転送された音データをオーディ
オアンプ１６へ出力する。又、音声処理部８は、ＵＳＢモジュール６と後述する携帯電話
機３のＵＳＢモジュールとが両者の間でＵＳＢ通信を実行可能な状態では、携帯電話機３
のＵＳＢモジュールからＵＳＢ通信回線によりＵＳＢモジュール６へ転送された音データ
をオーディオアンプ１６へ出力する。
【００４０】
　オーディオアンプ１６は、音声処理部８から受話音声データや音データを入力すると、
その入力した受話音声データや音データを増幅してスピーカ１７ａ、１７ｂから出力させ
る。又、オーディオアンプ１６にはチューナーデッキ１８も接続されており、オーディオ
アンプ１６は、チューナーデッキ１８が例えば音楽用記録媒体から再生した楽曲データを
当該チューナーデッキ１８から入力すると、その入力した楽曲データをも増幅してスピー
カ１７ａ、１７ｂから出力させる。
【００４１】
　ディスプレイ装置１９は、各種表示画面を表示する表示装置２０と、表示画面上にタッ
チスイッチを形成する操作装置２１とを備えて構成されている。表示制御部９は、制御部
４から表示指令信号を入力すると、その入力した表示指令信号に基づいてディスプレイ装
置１９における表示装置２０の表示動作を制御する。操作入力部１０は、ユーザが表示画
面上に形成されているタッチスイッチを操作したことに応じて操作装置２１から操作検出
信号を入力すると、その入力した操作検出信号を制御部４へ出力し、制御部４は、操作入
力部１０から入力した操作検出信号を解析してユーザの操作を特定する。
【００４２】
　信号入力部１１は、車両に搭載されているＡＣＣ（アクセサリ）スイッチに接続されて
おり、ＡＣＣスイッチから出力されたＡＣＣ信号を入力すると、その入力したＡＣＣ信号
を制御部４へ出力し、制御部４は、信号入力部１１から入力したＡＣＣ信号のオンオフに
基づいて装置電源をオンオフする。即ち、制御部４は、ＡＣＣ信号がオフからオンに遷移
したタイミングで装置電源をオンし（車載装置２を起動し）、ＡＣＣ信号がオンからオフ
に遷移したタイミングで装置電源をオフする（車載装置２を停止する）。
【００４３】
　携帯電話機３は、制御部２２と、電話通信部２３と、ＢＴモジュール２４（本発明でい
う通信相手側接続手段に相当）と、ＵＳＢモジュール２５と、キー入力部２６と、記憶部
２７と、表示部２８と、マイクロホン２９と、スピーカ３０と、電力供給部３１等を備え
て構成されている。
【００４４】
　制御部２２は、周知のマイクロコンピュータからなるＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びＩ
／Ｏバス等を有し、携帯電話機３の通信動作やデータ管理動作等の動作全般を制御する。
電話通信部２３は、通信網３３との間で電話通信を実行する。尚、通信網３３は携帯電話
基地局や基地局制御装置等の周知の携帯電話通信サービスを提供する設備及び前述したイ
ンターネット等を含むものである。ＢＴモジュール２４は、前述した車載装置２のＢＴモ
ジュール５との間でＢＴ通信回線を接続し、ＢＴ通信回線を通じてＢＴ通信を実行する機
能を有し、ＢＴの通信規格で規定されている複数のプロファイルとして、ＨＦＰ、Ａ２Ｄ
Ｐ、ＡＶＲＣＰ、ＳＰＰ、ＤＵＮ、ＭＡＰ、ＰＢＡＰ、ＯＰＰ等を同時接続可能に構成さ
れている。
【００４５】
　ＵＳＢモジュール２５は、ＵＳＢ接続ケーブル１４の接続端子１４ｂを着脱可能な接続
端子２５ａを有し、ＵＳＢ接続ケーブル１４の一方の接続端子１４ａが車載装置２のＵＳ
Ｂモジュール６の接続端子６ａに接続され、且つＵＳＢ接続ケーブル１４の他方の接続端
子１４ｂが接続端子２５ａに接続されている状態で、ＵＳＢ通信回線を車載装置２のＵＳ
Ｂモジュール６との間で接続し、ＵＳＢ通信回線を通じてＵＳＢ通信を実行する機能を有
する。
【００４６】
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　キー入力部２６は、ユーザが操作可能な各種キーを備え、ユーザがキーを操作したこと
に応じて操作検出信号を制御部２２へ出力し、制御部２２は、キー入力部２６から入力し
た操作検出信号を解析してユーザの操作を特定する。記憶部２７は、各種データを記憶す
る記憶領域を有して構成されている。表示部２８は、制御部２２から表示指令信号を入力
すると、その入力した表示指令信号に基づいて各種表示画面を表示する。又、制御部２２
は、ユーザが発した音声をマイクロホン２９から送話音声データとして入力すると、その
入力した送話音声データを音声処理し、電話通信部２３から受話音声データを入力すると
、その入力した受話音声データをスピーカ３０から音声として出力させる。電力供給部３
１は、本体に対して着脱可能なバッテリ３２から放電される電力を動作電力として各機能
ブロックへ供給する。
【００４７】
　上記した構成では、制御部４は、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間でプロ
ファイルの接続及び切断を制御可能である。即ち、制御部４は、プロファイル接続要求信
号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させることで、プロファイルをＢＴ
モジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続可能であり、又、プロファイル切断要求
信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させることで、ＢＴモジュール５
とＢＴモジュール２４との間で接続させているプロファイルを切断可能である。
【００４８】
　又、制御部４は、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させているプロ
ファイルによる実行中のデータ通信の中断及び再開を制御可能である。即ち、制御部４は
、データ通信中断要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させること
で、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で実行中のデータ通信を中断可能であ
り、又、データ通信再開要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ
ることで、中断させたデータ通信を再開可能である。
【００４９】
　又、制御部４は、ＤＵＮをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させて
いる場合には、ダイヤルアップ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４
へ送信させる。携帯電話機３において、制御部２２は、ＢＴモジュール５から送信された
ダイヤルアップ接続要求信号をＢＴモジュール２４により受信したと判定すると、電話通
信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ、電話通信部２３から通信網
３３へのダイヤルアップ接続に成功すると、ダイヤルアップ接続完了信号をＢＴモジュー
ル２４からＢＴモジュール５へ送信させる。制御部４は、ＢＴモジュール２４から送信さ
れたダイヤルアップ接続完了信号をＢＴモジュール２４により受信したと判定すると、電
話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定する。
【００５０】
　次に、上記した構成の作用について、図２乃至図１３を参照して説明する。図２乃至図
４は車載装置２の制御部４が実行する処理をフローチャートにより示している。尚、ここ
では、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で
同時接続中であり、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
Ｐによるストリーミング再生（音楽データの転送）を実行中である場合に、ＤＵＮのマル
チ接続（追加接続）要求が発生した場合を説明する。即ち、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣ
Ｐが本発明でいう複数の通信プロトコルに相当し、ＤＵＮが本発明でいう接続要求が発生
した別の通信プロトコルに相当する。又、ＤＵＮが上記したように電話通信部２３から通
信網３３へのダイヤルアップ接続を実施するプロファイルであることから、ＤＵＮのマル
チ接続に成功し且つダイヤルアップ接続に成功したことが本発明でいう別の通信プロトコ
ルの接続に成功したことに相当する。尚、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生したことに代え
て、例えばＳＰＰのマルチ接続要求が発生した場合であれば、ＳＰＰがＤＵＮとは異なり
電話通信部２３から通信網３３への接続を実施しないプロファイルであることから、ＳＰ
Ｐのマルチ接続に成功したことが本発明でいう別の通信プロトコルの接続に成功したこと
に相当する。
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【００５１】
　車載装置２において、制御部４は、車載装置２の装置電源がオン（ＡＣＣスイッチがオ
ン）している状態ではメイン処理を実行し、メイン処理におけるサブ処理としてプロファ
イル接続要求発生判定処理を所定周期で定期的に実行する。
【００５２】
　制御部４は、メイン処理からプロファイル接続要求発生判定処理へ移行し、プロファイ
ル接続要求発生判定処理を開始すると、プロファイルの接続要求が発生したか否かを判定
する（ステップＳ１）。ここで、制御部４は、プロファイルの接続要求として上記したよ
うにＤＵＮのマルチ接続要求が発生したと判定すると（ステップＳ１にて「ＹＥＳ」）、
この場合は、上記したようにＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモ
ジュール２４との間で同時接続中であることから、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを同時
接続中にＤＵＮをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させるＤＵＮのマ
ルチ接続を実施し（ステップＳ２）、ＤＵＮのマルチ接続に成功したか否かを判定する（
ステップＳ３）。
【００５３】
　制御部４は、ＤＵＮをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させたと判
定し、ＤＵＮのマルチ接続に成功したと判定すると（ステップＳ３にて「ＹＥＳ」）、ダ
イヤルアップ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、電話
通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ４）、電話通
信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定する（ステップ
Ｓ５）。
【００５４】
　制御部４は、ＢＴモジュール２４から送信されたダイヤルアップ接続完了信号をＢＴモ
ジュール２４により受信したと判定し、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアッ
プ接続に成功したと判定すると（ステップＳ５にて「ＹＥＳ」）、プロファイル接続要求
発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００５５】
　即ち、制御部４は、図７に示すように、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生した時点で同時
接続中のＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの何れも切断させることなく、又、Ａ２ＤＰ及び
ＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を中断させることなく、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲ
ＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移する。
【００５６】
　一方、制御部４は、ＤＵＮのマルチ接続に成功したと判定したが（ステップＳ３にて「
ＹＥＳ」）、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しなかった（
失敗した）と判定すると（ステップＳ５にて「ＮＯ」）、表示指令信号を表示制御部９へ
出力し、図５に示すように、例えば「音楽を中断し、データ通信を行いますか？」という
実行中のストリーミング再生を中断させてＤＵＮによるデータ通信を行うか否かをユーザ
に対して問合せるデータ通信実行問合画面４１を表示装置２０に表示させる（ステップＳ
６）。ここで、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しなかった
要因としては、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを同時接続中であること、Ａ２ＤＰ及びＡ
ＶＲＣＰによるストリーミング再生を実行中であること等が挙げられる。
【００５７】
　この場合、ユーザは、データ通信実行問合画面４１に形成される「ＹＥＳ」スイッチ４
１ａを操作することで、実行中のストリーミング再生を中断させてＤＵＮによるデータ通
信を行うことを選択可能であり、一方、「ＮＯ」スイッチ４１ｂを操作することで、実行
中のストリーミング再生を中断させることなく（継続させ）、ＤＵＮによるデータ通信を
行わないことを選択可能である。
【００５８】
　制御部４は、操作入力部１０から操作検出信号を入力することで、ユーザが「ＹＥＳ」
スイッチ４１ａを操作したと判定し、実行中のストリーミング再生を中断させてＤＵＮに
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よるデータ通信を行うことを選択したと判定すると（ステップＳ７にて「ＹＥＳ」）、ス
トリーミング再生中断要求信号（データ通信中断要求信号）をＢＴモジュール５からＢＴ
モジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を中断さ
せる（ステップＳ８）。制御部４は、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを同時接続中であり
且つＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を中断させた状態で、電話通信部
２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ９）、電話通信部２
３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定する（ステップＳ１０
）。
【００５９】
　制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定
すると（ステップＳ１０にて「ＹＥＳ」）、ストリーミング再生再開要求信号（データ通
信再開要求信号）をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、中断させたＡ
２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ（ステップＳ１１）、プロフ
ァイル接続要求発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００６０】
　即ち、制御部４は、図８に示すように、ＤＵＮのマルチ接続に成功したが、ダイヤルア
ップ接続に成功しないと、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生した時点で同時接続中のＨＦＰ
、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの何れも切断させないが、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリ
ーミング再生を中断させ、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功
した後に、中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ、Ｈ
ＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移する。
【００６１】
　一方、制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しな
かったと判定すると（ステップＳ１０にて「ＮＯ」）、ＤＵＮ切断要求信号をＢＴモジュ
ール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との
間で接続させているＤＵＮを切断させ（ステップＳ１２）、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ切断要
求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴ
モジュール２４との間で接続させているＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させる（ステップＳ
１３）。制御部４は、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させた状態で（ＨＦＰのみを接続させ
た状態で）、ＤＵＮのマルチ接続を実施し（ステップＳ１４）、ＤＵＮのマルチ接続に成
功したか否かを判定する（ステップＳ１５）。
【００６２】
　制御部４は、ＤＵＮのマルチ接続に成功したと判定すると（ステップＳ１５にて「ＹＥ
Ｓ」）、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４
へ送信させ、切断させたＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４
との間で接続させる（ステップＳ１６）。
【００６３】
　制御部４は、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを同時接続させた状態で、電話通信部２３
から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ１７）、電話通信部２３
から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定する（ステップＳ１８）
。
【００６４】
　制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定
すると（ステップＳ１８にて「ＹＥＳ」）、ストリーミング再生再開要求信号をＢＴモジ
ュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたことで
中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ（ステップＳ１
９）、プロファイル接続要求発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００６５】
　即ち、制御部４は、図９に示すように、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング
再生を中断させたが、ダイヤルアップ接続に成功しないと、ＤＵＮ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣ
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Ｐを切断させ、ＤＵＮのマルチ接続に成功した後に、切断させたＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを
接続させ、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功した後に、Ａ２
ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたことで中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリー
ミング再生を再開させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移す
る。
【００６６】
　一方、制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しな
かったと判定すると（ステップＳ１８にて「ＮＯ」）、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ切断要求信
号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジ
ュール２４との間で接続させているＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させる（ステップＳ２０
）。制御部４は、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させた状態で、電話通信部２３から通信網
３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ２１）、電話通信部２３から通信網
３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定する（ステップＳ２２）。
【００６７】
　制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定
すると（ステップＳ２２にて「ＹＥＳ」）、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ接続要求信号をＢＴモ
ジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、切断させたＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴ
モジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ２３）、ストリーミン
グ再生再開要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、
ＡＶＲＣＰを切断させたことで中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング
再生を再開させ（ステップＳ２４）、プロファイル接続要求発生判定処理を終了してメイ
ン処理へリターンする。
【００６８】
　即ち、制御部４は、図１０及び図１１に示すように、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続させ
たが、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しないと、接続させ
たＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させ、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ
接続に成功した後に、切断させたＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣ
Ｐを切断させたことで中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再
開させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移する。
【００６９】
　又、制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しなか
ったと判定すると（ステップＳ２２にて「ＮＯ」）、ＤＵＮ切断要求信号をＢＴモジュー
ル５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させているＤＵＮを切断させ（ステップＳ２５）、ＨＦＰ切断要求信号をＢＴモジ
ュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４と
の間で接続させているＨＦＰを切断させ、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ切断要求信号をＢＴモジ
ュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４と
の間で接続させているＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させる（ステップＳ２６）。
【００７０】
　制御部４は、ＤＵＮ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信さ
せ、ＤＵＮをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ（ステップＳ２７
）、ＨＦＰ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＨＦＰ
をＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させ、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ接続
要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ
をＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させる（ステップＳ２８）。制御
部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ
２９）、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定
する（ステップＳ３０）。
【００７１】
　制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定
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すると（ステップＳ３０にて「ＹＥＳ」）、ストリーミング再生再開要求信号をＢＴモジ
ュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたことで
中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ（ステップＳ３
１）、プロファイル接続要求発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７２】
　即ち、制御部４は、図１２に示すように、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたが、ダイ
ヤルアップ接続に成功しないと、ＤＵＮを切断させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切
断させ、ＤＵＮを接続させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続させ、電話通信部２３
から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功した後に、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断さ
せたことで中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ、Ｈ
ＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移する。
【００７３】
　又、制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しなか
ったと判定すると（ステップＳ３０にて「ＮＯ」）、ＨＦＰ切断要求信号をＢＴモジュー
ル５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させているＨＦＰを切断させ、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ切断要求信号をＢＴモジュー
ル５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させているＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させる（ステップＳ３２）。制御部４は、
電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続を実施させ（ステップＳ３３）、
電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したか否かを判定する（ス
テップＳ３４）。
【００７４】
　制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功したと判定
すると（ステップＳ３４にて「ＹＥＳ」）、ＨＦＰ接続要求信号をＢＴモジュール５から
ＢＴモジュール２４へ送信させ、ＨＦＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させ、Ａ２ＤＰ／ＡＶＲＣＰ接続要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール
２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間
で接続させ（ステップＳ３５）、ストリーミング再生再開要求信号をＢＴモジュール５か
らＢＴモジュール２４へ送信させ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたことで中断させた
Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を再開させ（ステップＳ３６）、プロ
ファイル接続要求発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７５】
　即ち、制御部４は、図１３に示すように、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続させた
が、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しないと、接続させた
ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させ、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤル
アップ接続に成功した後に、切断させたＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを接続させ、Ａ２
ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたことで中断させたＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリー
ミング再生を再開させ、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰ、ＤＵＮの同時接続中へと遷移す
る。
【００７６】
　一方、制御部４は、電話通信部２３から通信網３３へのダイヤルアップ接続に成功しな
かったと判定すると（ステップＳ３４にて「ＮＯ」）、表示指令信号を表示制御部９へ出
力し、図６に示すように、例えば「この携帯電話機ではデータ通信できません」というＢ
Ｔ通信回線を接続中の携帯電話機３ではデータ通信を行えないことをユーザに対して通知
するデータ通信不可通知画面４２を表示装置２０に表示させ（ステップＳ３７）、プロフ
ァイル接続要求発生判定処理を終了してメイン処理へリターンする。
【００７７】
　尚、制御部４は、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生した直後にＤＵＮのマルチ接続を実施
したが、ＤＵＮのマルチ接続に成功しなかったと判定すると（ステップＳ３にて「ＮＯ」
）、この場合も、表示指令信号を表示制御部９へ出力し、図５に示すように、例えば「音
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楽を中断し、データ通信を行いますか？」という実行中のストリーミング再生を中断させ
てＤＵＮによるデータ通信を行うか否かをユーザに対して問合せるデータ通信実行問合画
面４１を表示装置２０に表示させる（ステップＳ３８）。
【００７８】
　制御部４は、操作入力部１０から操作検出信号を入力することで、ユーザが「ＹＥＳ」
スイッチ４１ａを操作したと判定し、実行中のストリーミング再生を中断させてＤＵＮに
よるデータ通信を行うことを選択したと判定すると（ステップＳ３９にて「ＹＥＳ」）、
上記したステップＳ１３以降の処理を実行する。
【００７９】
　又、制御部４は、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させた状態でＤＵＮのマルチ接続を実施
したが、ＤＵＮのマルチ接続に成功しなかったと判定すると（ステップＳ１５にて「ＮＯ
」）、ＨＦＰ切断要求信号をＢＴモジュール５からＢＴモジュール２４へ送信させ、ＢＴ
モジュール５とＢＴモジュール２４との間で接続させているＨＦＰを切断させ（ステップ
Ｓ４０）、上記したステップＳ２７以降の処理を実行する。
【００８０】
　以上に説明したように、制御部４は、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール
５とＢＴモジュール２４との間で同時接続中であり、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュ
ール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を実行中である場合に、Ｄ
ＵＮのマルチ接続要求が発生すると、ＤＵＮのマルチ接続を実施し、ダイヤルアップ接続
を実施させるが、ＤＵＮのマルチ接続要求が拒否されてＤＵＮのマルチ接続又はダイヤル
アップ接続に失敗すると、ＤＵＮのマルチ接続要求が許可されて（拒否される要因が解消
されて）ＤＵＮのマルチ接続に成功し且つダイヤルアップ接続に成功するように、同時接
続中のＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの切断・接続を制御し、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰに
より実行中のストリーミング再生の中断及び再開を制御する。
【００８１】
　尚、以上は、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを同時接続中であり且つＡ２ＤＰ及びＡＶ
ＲＣＰによるストリーミング再生を実行中にＤＵＮのマルチ接続要求が発生した場合を説
明したが、別の複数のプロファイルを同時接続中又は別のプロファイルによるデータ通信
を実行中に別のプロファイルのマルチ接続要求が発生した場合も同様である。又、同時接
続中のＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させる場合に、先にＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを
切断させて後からＨＦＰを切断させる場合を説明したが、このように構成すれば、ＨＦＰ
の接続をＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの接続よりも優先することで、ＨＦＰの接続を極力継続さ
せることができ、ハンズフリー通話の機能を極力有効としておくことができる。尚、これ
とは反対に、先にＨＦＰを切断させて後からＡ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させれば、Ａ２
ＤＰ、ＡＶＲＣＰの接続をＨＦＰの接続よりも優先することで、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの
接続を極力継続させることができ、ストリーミング再生の機能を極力有効としておくこと
ができる。又、例えばダイヤルアップ接続に成功しなかったと最初に（１回目に）判定し
た直後に、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを纏めて同時に切断させても良い。
【００８２】
　又、以上は、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生の中断及び再開を制御
する場合を説明したが、例えばＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生とＰＢ
ＡＰによる電話帳データ転送とを同時実行中であれば、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるス
トリーミング再生の中断及び再開とＰＢＡＰによる電話帳データ転送の中断及び再開を制
御するようにしても良い。この場合、先にＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング
再生を中断させて後からＰＢＡＰによる電話帳データ転送を中断させれば、ＰＢＡＰによ
る電話帳データ転送をＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生よりも優先する
ことができ、これとは反対に、先にＰＢＡＰによる電話帳データ転送を中断させて後から
Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を中断させれば、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲ
ＣＰによるストリーミング再生をＰＢＡＰによる電話帳データ転送よりも優先することが
できる。又、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生とＰＢＡＰによる電話帳
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データ転送とを纏めて同時に中断させても良い。
【００８３】
　又、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で
同時接続中であり、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣ
Ｐによるストリーミング再生を実行中である場合に、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生する
と、ＤＵＮのマルチ接続を実施することなく、同時接続中のＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣ
Ｐを切断させたり、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰにより実行中のストリーミング再生の中断さ
せたりした後に、ＤＵＮの接続を実施しても良い。
【００８４】
　又、ＤＵＮのマルチ接続に成功し且つダイヤルアップ接続に成功したときの手順を、Ｂ
Ｔ通信回線を接続中の携帯電話機３の識別情報（機器番号等）と対応付けて記憶し、次に
同一の状況が発生した場合、即ち、同一の携帯電話機３とＢＴ通信回線を接続し、ＨＦＰ
、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰをＢＴモジュール５とＢＴモジュール２４との間で同時接続中で
あり、ＢＴモジュール２４からＢＴモジュール５へのＡ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるスト
リーミング再生を実行中である場合に、ＤＵＮのマルチ接続要求が発生した場合には、そ
の記憶している手順にしたがってＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰの切断・接続を制御した
り、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生の中断及び再開を制御したりして
も良い。
【００８５】
　又、複数のプロファイルのうち何れかの切断・接続と、複数のプロファイルによる複数
のデータ通信のうち何れかの中断及び再開とを組合わせて制御することに限らず、複数の
プロファイルのうち何れかの切断・接続だけを制御しても良いし、複数のプロファイルに
よる複数のデータ通信のうち何れかの中断及び再開だけを制御しても良い。
【００８６】
　以上に説明したように本実施形態によれば、車載装置２において、ＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、
ＡＶＲＣＰを同時接続中であり、Ａ２ＤＰ及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を実
行中であるときに、ＤＵＮの接続要求が発生し、そのＤＵＮの接続要求が拒否されて接続
に成功しないと、同時接続中のＨＦＰ、Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰを切断させたり、Ａ２ＤＰ
及びＡＶＲＣＰによるストリーミング再生を中断させたりし、そのＤＵＮの接続要求が拒
否される要因を解消するようにしたので、ＤＵＮの接続要求が拒否される要因が解消され
ることで、ＤＵＮを携帯電話機３との間で接続することができる。
【００８７】
　本発明は、上記した実施形態にのみ限定されるものではなく、以下のように変形又は拡
張することができる。
　近距離無線通信装置は、車載装置２に限らず、ＢＴモジュール５と同等の機能を有する
ＢＴモジュールを備える構成であれば、周知のナビゲーション機能を有するナビゲーショ
ン装置等であっても良く、又、車両に搭載されない装置であっても良い。又、近距離無線
通信装置のデータ通信相手である通信相手装置は、携帯電話機３に限らず、ＢＴモジュー
ル２４と同等の機能を有するＢＴモジュールを備える構成であれば、携帯情報端末等であ
っても良く、又、ユーザが携帯不可能な固定端末であっても良い。
【００８８】
　実行中のストリーミング再生を中断させてＤＵＮによるデータ通信を行うか否かをユー
ザに対して問合せる方法としては、データ通信実行問合画面４１を表示する視覚的な方法
に限らず、その旨を示す音声ガイダンスを出力する聴覚的な方法であっても良く、又、そ
れら視覚的な方法と聴覚的な方法とを併用しても良い。同様に、ＢＴ通信回線を接続中の
携帯電話機３ではデータ通信を行えないことをユーザに対して通知する方法としては、デ
ータ通信不可通知画面４２を表示する視覚的な方法に限らず、その旨を示す音声ガイダン
スを出力する聴覚的な方法であっても良く、又、それら視覚的な方法と聴覚的な方法とを
併用しても良い。
【００８９】
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　プロファイルを切断・接続させる毎にプロファイルを切断・接続させたことをユーザに
対して通知したり、プロファイルによるデータ通信を中断及び再開させる毎にプロファイ
ルによるデータ通信を中断及び再開させたことをユーザに対して通知したりしても良く、
そのように構成すれば、プロファイルの状態（切断されているか否か等）やプロファイル
によるデータ通信の状態を（中断されているか否か等）をユーザが把握することができる
。
【符号の説明】
【００９０】
　図面中、２は車載装置（近距離無線通信装置）、４は制御部（制御手段）、５はＢＴモ
ジュール（接続手段）、２４はＢＴモジュール（通信相手側接続手段）である。

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図７】
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